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水稲適期収穫・乾燥調製のポイント

道総研中央農業試験場
生産研究部生産システムグループ 主査（機械） 吉 田 邦 彦

今年は6月の低温と日照不足により、地域によっては生育が停滞気味に推移しましたが、7月
に入ると11日連続で真夏日を記録するなど一転して気温は上がり、各地とも平年並みに挽回して
きたところです。北海道地方の3か月予報（7／25札幌管区気象台発表）では、平年並みから高
温で推移しそうなので、成熟期が少し早まるかもしれません。
さて、稔りの秋、皆さんが丹精込めて育てた稲の収穫作業が始まります。準備は万全でしょう
か？ほ場毎に適期を見極めて最良の状態で高品質なお米を収穫しましょう。収穫時期は米の品質
に大きく影響します。収穫時期が遅くなると未熟粒は減りますが、立毛中の胴割れや茶米などが
増え、製品全体の品質が低下します。年次によって適期が集中することもあり、以下に示す手順
を守って的確に収穫時期を見極め、計画的に収穫しましょう。

■収穫適期判断の手順
収穫適期は次の手順で積算温度や の熟色
から成熟期を予測した上で、必ず試し刈りを
して玄米の整粒歩合から判定しましょう。
1．積算温度で成熟期予測
出穂期以降の日平均気温の積算値が950℃
に達する日を成熟期とします（品種や 数の
多少によって異なります）。この日から一週
間後が収穫適期の目安と考えます。
「ゆめぴりか」、「きたくりん」の収穫適期
は、出穂期以降の日平均気温の積算値が950
～1，000℃が目安となります（図1、2）。い
ずれの品種も刈り遅れに伴い、被害粒（特に
腹白粒・乳白粒）が増加します。適期収穫を

心がけましょう。
2． の熟色による成熟期判定
積算温度から予測した成熟期が近づいたら、
好天日に1株あたりの黄化 の割合を目視で
確認しましょう。成熟期とは全 の90％が黄
化し、完熟 となった日です。完熟 かどう
かは の付け根にある護頴（ごえい）が黄色
になっていることで判断します。逆光で観察
すると色の判断を誤るので、見る時は太陽を
背にしましょう。また、 の裏側も忘れずに
確認しましょう。
3．試し刈りをして玄米による収穫
適期判定
積算温度や の熟色による判定で成熟期が

図1 収穫時期と玄米品質（ゆめぴりか） 図2 未熟粒・被害粒の経時変化
（きたくりん）
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近づいたら、試し刈りして玄米にし、整粒歩
合で収穫適期かどうかを判断します。試し刈
りではほ場の中で中庸な稲株を5株ほど刈り
取りますが、ばらつきの多いほ場では多めに
サンプルを取りましょう。これを生脱穀して、
乾燥に掛けてからもみすりし、篩を通して整
粒歩合を確認します。適期の確認はほ場ごと
に行います。整粒歩合が70％以上となれば収
穫適期です。登熟は1日に2～3％進みます
が、気象によって変化しますので、あくまで
も目安として下さい。
下記の図3を参考にして下さい。

■収穫作業の注意点
1．ほ場内で倒伏しているところ、登熟が
遅れているところの稲は別刈りしましょう。
その他の稲と一緒にすることで品質低下を
招くおそれがあります。褐変穂やいもち病
発生のあった場所も同様です。収穫した生
は速やかに乾燥機にかけましょう。生
のまま長時間放置すると玄米が変色してし
まいます。
2．収穫前にほ場毎の作付け品種を再確認
し、品種が切り替わる時は機内をよく清掃

して、異品種混入（コンタミ）を避けま
しょう。同じ機械で小麦を刈り取った場合
はいうまでもありません。また、刈り取り
時の泥や石の混入にも注意しましょう。
3．生 や玄米は物理的な衝撃で傷付きや
すく、損傷を受けると腐敗や乾燥時の胴割
れ粒発生の要因となり、品質低下につなが
ります。こぎ胴回転数は指示回転数として、
必要以上に扱ぎ深さを深くせずに（できる
だけ浅くして）、適正なファン風量調整で
収穫しましょう。
4．脱穀部のわら量が突然少なくなった場
合や扱ぎ胴（シリンダ）の回転数が高い場
合に完熟した に過大な摩擦や衝撃力が加
わると、「脱ぷ」（ 殻が外れること）が発
生しやすくなります。脱ぷ粒は収穫後の工
程で品質、食味の低下要因となるので、収
穫時にはグレンタンク中の脱ぷ粒の有無を
時折観察しましょう。
5．収穫作業中の事故発生を防ぐために、
安全装具の着用、エンジン始動・発進・後
退時の合図の徹底、調整時のエンジンの停
止、無理な畦畔の乗り越えを行わないなど、
安全には万全の注意を払いましょう。

図3 試し刈りによる収穫適期の判定手順
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■乾燥作業における留意点
玄米水分が14．5～15．0％になるよう均一に
仕上げます。粒毎の水分を均一に仕上げるた
めには二段乾燥が推奨されます。二段乾燥に
より の水分ムラは少なくなり、乾燥後の玄
米水分の戻りを防ぐことができます。そのほ
か、乾燥に由来する胴割れの減少、過乾燥の
防止、総乾燥時間の短縮、灯油消費量の低減
などのメリットがあります。ただし、半乾の
状態は貯蔵水分ではありませんので、半乾の
まま何日も無通風で貯留することは品質を保
持する上で危険なので避けてください。乾燥
中は乾燥機の水分計を目安に水分をチェック
しますが、仕上げ水分の測定は米麦水分計を
使って青米を除いて玄米で行い、整粒が過乾
になるのを避けてください。
1．乾燥初期は 水分が高いので、品質低
下を考慮して高温乾燥を避けます。 水分
が25％以上なら熱風温度40℃未満で乾燥し、
25％未満になってから通常の熱風温度で乾
燥させましょう。
また、原料 に水分ムラがあると、40℃
の乾燥でも過乾燥となり胴割れを生じるリ
スクが現場から報告されているようです。
こまめに乾燥状態をチェックすることで対

応しましょう。
2．乾燥機は使用前に整備して不完全燃焼
のないようにし、乾燥機の表示水分計だけ
に頼らず、仕上げ水分をチェックするなど、
適切な使用を心がけ、異臭クレームの発生
を防ぎましょう。また、乾燥機もコンバイ
ンと同様に品種が切り替わる前には丁寧に
機内を清掃して異品種の混入を避けましょ
う。

■調製作業
粒厚選別だけでは腹白米や着色粒は除去で
きません。粒厚選別機と色彩選別機を組合せ
た選別技術を用いることで、さらに歩留まり
と整粒割合が向上します。これは従来よりも
わずかに細い篩目で選別してから色彩選別機
にかけることにより、歩留・整粒割合を向上
させる技術です。

■さいごに
北海道米麦改良協会のホームページ「北海
道の米づくり」に、品種ごとにわかりやすく
編集された栽培マニュアルが掲載されていま
す。適期収穫に関する項目も掲載されている
ので、是非参考にしてください。

北海道米麦改良協会 米づくり で検索（http : //www.beibaku.net/rice/pdf.php)
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「北海道 麦作りに挑む人々」その10
い とう たか よし

名寄市風連町豊里 伊 藤 貴 美

1．はじめに
上川総合振興局は、主な振興局における秋
まき小麦（以下、小麦）の反収（22～28年ま
での最高、最低を除いた5年平均）では中位
にある。
伊藤氏が住む名寄市風連地区は、緩やかな
棚田地帯が広がり、石礫もあり土質は重粘土
で透・排水性に苦労する地帯であり、深根性
の作物である小麦栽培にとっては、厳しい土
壌条件といえる。（図1）
また、北限に近い水稲栽培を克服するため、
昭和54年にもち米団地として指定されて以来
もち米を中心に栽培している。
借地を含めて約50�の面積に、比較的土壌
条件の良い半分の面積に大豆・小麦を栽培し、
昨年、一昨年とも秋まき小麦で9～10俵、春
まき小麦でも7～8俵台と地区平均収量を上

回っている実績を持つ。今後とも水田転換作
物として、また、農業経営にとっても重要な
作物として位置づけている伊藤氏の小麦栽培
について紹介する。（写真1 伊藤氏）

2．地域の特徴および経営概要
⑴ 名寄市の気象および土壌条件
名寄市は、夏の最高温度39．3度、冬の最低
温度は－38．5度と寒暖差が激しく、冬以外で
も盆地特有の昼と夜の寒暖差が大きい気象が
特徴である。その寒暖差が作物のでんぷん蓄
積にとっては好都合となり、特に、糖度の高
さを要求される果実などには良い生育環境と
なっている。加えて、病害虫の発生も抑制さ
れることから減農薬にも好適と思われる。
（図2、3）

図2 2地区の降水量と日照時間の比較
（アメダス1981～2010年の平均）

左、棒グラフ～降水量、右、折れ線～日照時間

図1 主な振興局の反収
（Ｈ22～28年 7中5）

図3 2地区の平均気温の比較
（アメダス1981～2010年の平均）写真1 伊藤氏
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⑵ 経営規模と作付け構成
家族は、91歳の義祖母を筆頭に義父母と伊
藤氏（40才）と奥さん、そして小4・小1年
（いずれも男子）の7人家族で、昨年新築し
たての家に4世代で暮らす。
面積は、借地を含めて49．2�で水稲＋畑作
の複合経営である。作物は、水稲（もち米・
加工用米含む）、春まき・秋まき小麦、大豆
を栽培している。各作物の面積は、表1のと
おり。

3．小麦栽培の経緯
⑴ 義父が農業を始めたきっかけ
義祖父母は、水田を中心とした農業を現在
地で営んでいた。しかし、義祖父が58才の年
に頸椎損傷の事故に遭遇し、四肢が動かず寝
たきりとなってしまった。義祖父は、義父に
対して農業を継いでくれとは言わなかったこ
ともあり、学校を卒業後農業とは無縁の家具
屋さんに就職した。
結局、義祖父の怪我がきっかけとなり、
元々農業は嫌いだったという義父が農業を継
ぐことになった。義父30歳の時であった。
農業の経験が無かったこともあり、2年く
らいは田んぼを休耕させて牧草（白クロー
バー）を播いていた。しかし、寝たきりの義
祖父に窓越しにでも稲穂を見せて、喜ばせて
上げたいとの思いから水稲を復活させた。小
麦を栽培し始めたのは、その2年後位からだ
と言う。（写真2）
以来32年間、義祖父から引き継いだ耕地面

積4．7�を30年余りで10倍にまで規模拡大し
現在に至っている。
⑵ 本人が後継者となった経緯
伊藤氏は、農業を始めて7年目となる。そ
れまで、ご夫妻とも保育士の資格を活かしな
がら、名寄市にある福祉施設に勤めていた。
奥さんとの出会いは、東川町にある福祉専
門学校の同期生であることがきっかけで、職
場も一緒であったことによる。
伊藤氏は、帯広市出身で農業の経験は全く
なかった。しかし、仕事の合間に奥さんの実
家を手伝っていたことが農業との出会いで
あった。
28才の時に、一度義父から農家をやってみ
ないかと誘われた。その時には奥さんの反対
もあり、後継者となる決断はできなかった。
しかし、なぜかその誘いは嬉しかったという。
それから5年後、徐々に農業に魅力を感じ、
「やっても良いかな～」と言う思いになって
後継者となる決断をしたという。伊藤氏33才
の時であった。
それ以来、義父に叱咤激励を受けながら今
年の1月1日から経営を委譲されることに
なった。
⑶ 収量・品質
伊藤氏の3年間（平成26～28年産）の平均
反収は、545㎏／10aと市平均の1．5倍と高い。
3年間の製品歩留り率の平均では90．6％と
なっている。（図4）平成28年産の小麦品質
評価項目では、1等Aランクの格付けと

表1 作付割合（H29年）

作物名 品 種 作付面積
（�）

作付割合
（％）

水 稲 風の子 24．2 49
（内加工米） 〃 1．5 －
秋まき小麦 きたほなみ 1．0 2
春まき小麦 春よ恋 7．0 14
大 豆 ユキホマレ 17．0 35
合 計 49．2 100

写真2 義祖父が寝室の窓から眺めた田んぼ

北海道 米 麦 改 良第129号 52017．8



480
605 551

60

70

80

90

100

0

200

400

600

800

1,000

26 27 28

(kg/10a) (%)

なった。

4．技術の特徴
⑴ 早くから初冬播きに挑戦
試験場や普及センター等の支援を受けなが
ら、この地帯としては最も早くから春まき小
麦の初冬播きに取り組んだ。春まき小麦が安
定してとれるのは、その成果だと思っている。
しかし、昨年は10月下旬に根雪となり、雪
の上から播種せざるを得なかったため、茎数
が思うように確保できず、一部廃耕となり春
まき小麦の再播となった。そのため今年の収
量は余り期待できそうにないと言う。しかし、
春まき小麦圃場を見る限りでは、手入れが行
き届き、そう悪くは感じられなかった。（写
真3）
⑵ 大豆間作小麦を活かす
水田転換畑は、大豆と小麦の2作物なので、
大豆間作小麦も早くから取り組んだ。ただ、
播種作業は、ブロードキャスタによるのでム
ラが生じ、また、茎数管理も難しいことが当
面の課題となっている。

⑶ 徹底した機械共同所有と共同作業
義父曰く、「個人所有は、自家用で使うミ
スト機と母ちゃんくらいのもんだ」という程、
当初から機械・施設の共同所有を徹底してい
る。しかも、所有する機械や作業は、それぞ
れ構成員が異なる。一人ひとりの農家が抱え
ている様々な事情により、結果として現在の
構成員になっている。
一例を挙げれば、以下のような機械の所有
と作業である。
① 水稲の育苗と田植え機は、2軒の共同所
有と作業
② 水稲の収穫作業は、水稲専用の自脱型コ
ンバイン2台を5軒共同で所有し作業も共
同
③ 麦・大豆の収穫作業は、普通型コンバイ
ン4台、（今年から1台追加）を10軒で所
有。特に、この作業は、近隣の農家の受委
託も引き受けており、カバー面積は、70～
80�になっている。その内、員外は50�で
ある。
この他にも、トラクタや管理機などの共同
所有があり、D型ハウスなどにキッチリと収
納されている。（写真4）
ちなみに、管理作業は、個々に任されてい
る。
⑷ 播種量は5㎏／10aと少なめ
春まき小麦後の秋まき小麦の播種量は、5
㎏／10a前後と少ない。そのためには9月10
～15日までには必ず播種している。
当初、播種量を減らすことには、不安も

図4 伊藤農場と名寄市との反収と歩留
り率の推移

写真3 春小畑 写真4 整然と並ぶ機械格納庫
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あったが現在はその不安から解消されている。
播種期を早めにして播種量を少なめにする方
が、越冬前にしっかりとした株を作って越冬
できることから、倒伏もなく安定してとれる
ことを実感しているからだ。（写真5）
⑸ 経営管理の徹底
義父は、「仕事はやっていれば、いずれは
慣れて会得できるが、カネの出し入れだけは
自分のアタマで考えなければ、経営管理でき
ない」という。このことから、早めに経営を
任せた。
その前段として、昨年からパソコンによる
複式簿記ソフトのソリマチを利用して経営管
理に取り組んでいる。特に、共同での機械装
備や施設が多いのでカネの出し入れは、個人
経営の何倍も気を遣うとのことである。

5．おわりに
義父曰く、*「鬼瓦権造」のような強面に写

るが、根は優しいよとニヤッと笑った。確か

に、義祖父の事故がきっかけで脱サラして好
きでなかった農業後継者となった。その後、
父に稲穂を見せたくて経験のない水稲を栽培
した。父から引き継いだ面積を、30年余りで
10倍にまで規模を拡大した。地域の人達と機
械の共同や作業の受委託を長年続けてきた。
娘婿である貴美氏を後継者として受け入れた。
この基盤を築くには、地域や家族の協力な
しにはなしえなかったと思われる。また、地
域と歩調を合わせ、家族をまとめるには、そ
れなりの優しさがなければできなかったと想
像できる。
後継者となって経営を委譲されたが、これ
までの義父の経験を土台にして前に進みたい
と願っている。

＜伊藤氏のコメント＞
福祉施設に勤めていた頃は、月7～8回の
夜勤があって生活が不規則だった。しかし、
農業は、「明るくなったら起き、日が暮れる
と家に入る」という規則正しい生活が出来、
健康に良いと感じている。まだまだ、学ばな
ければならないことが沢山あるが、今後も貪
欲に学びたいと話していた。
（文責 北海道米麦改良協会 髙橋義雄）

＊「鬼瓦権造」は、ビートたけしが「オレた
ちひょうきん族」の中で演じた代表的な
キャラクターの名前。

写真5 収穫間近の秋まき小麦
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※第37回（平成28年度）北海道麦作共励会で最優秀賞に輝いた方々

表彰式会場にて（平成29年度3月3日（金）ホテルモントレエーデルホフ札幌）

◎佐野良雄さん（旭川市）
第1部 畑地における秋まき小麦（個人）

◎杉野彰仁さん（美唄市）
第2部 水田転換畑における秋まき小麦（個人）

◎佐藤英幸さん（黒松内町）
第3部 春まき小麦（個人）

◎有限会社 岐阜コントラクター（岩見沢市）
第2部 水田転換畑における秋まき小麦（集団）

※参加申込期日は、10月末です。
詳細は、各地区の米麦改良協会へお問い合わせ下さい。

☆推薦調書用紙（Word形式）は、ホームページからダウンロードできます。
http : //www/beibaku.net/

第38回（平成29年度）北海道麦作共励会の
参加者・集団を募集中

～全道各地から優秀な事例を募集しています
たくさんのご参加をお待ちしています～
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平成29年産 麦の初検査

秋まき小麦の生育は、夏から秋にかけて多雨の影響で前作物の収穫が遅れ、播種作業が遅れが
ちとなり、越冬前の生育は劣りました。また、一部地域では雪腐病の防除ができず被害がありま
した。
春以降の生育は、気象条件に恵まれ、各地とも概ね平年並みの生育に回復し、5月は高温傾向
で幼穂形成期から止葉期にかけて生育の回復がみられました。出穂期はほとんどの地域で平年よ
りも早まりましたが、6月上旬には一転して低温傾向となり生育が停滞気味で推移しました。
7月は平均気温、日照時間とも平年をかなり上回り、成熟期も平年並となりました。その後、
一部地区で収穫期間際に降雨があり収穫の遅延等を心配しておりましたが、その影響は軽微で収
穫は平年並にスタートしました。
品質・収量等については、6月の天候不順や7月に干ばつ傾向であったことから、各地とも原
料品位に応じて慎重な調製作業を行っております。
この様な中、8月より小麦の検査が空知地区を皮切りに開始され、今後全道各地でも開始する
予定となっております。

JAいわみざわ 安藤検査員による初検査（きたほなみ）
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会報誌「北海道米麦改良」はホームページでもご覧になれます。
http://www.beibaku.net/

http://www.beibaku.net/ 　　　　
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